
令和５年度 山村国際高等学校
後援会 夏研修旅行事業報告

令和５年８月６日(日)に後援会主催「夏研修旅行」を４年ぶりの事業として開催致しました。

コロナ禍明けでの再開を鑑み、日帰りでの都内散策を企画し、教職員、賛助会様、保護者総勢29名で満喫して
参りました。

東京大空襲資料館、晴海からの屋形船、銀座周辺でのショッピングなど充実した1日を過ごしました。

研修を通じて「人と触れ合う」ことの重要さを再認識しました。

この繋がりを更に深め、後援会並びに学校発展に寄与出来ればと思っております。

次年度もたくさんの理事さんが参加できるよう後援会として頑張りたいと思います。

事業実施にあたりご支援頂きました担当理事のみなさま、旅プラネットの亀井様、感謝申し上げます。

夏研修旅行担当リーダー 佐藤 慶子



東京大空襲戦災資料センターにて

語り部をしてくれた９３才になる関野さん、当時小学５年生、疎開先の山形のお寺が怖くて脱走し、

知恵を絞って無賃列車で上野に行き、自宅で母親と再会、号泣して抱き合ったのは印象的でした。

その３日後の3/10、下町地区を中心に無差別爆撃があり、疎開先の子供たちは皆孤児になったという。



皆さんお土産を頂きました！！
私達の為に平和を祈って折ってくれてるようで温か
さが伝わりました。関野さんが作った鶴と亀の折り紙、
これは繋がって折られたものです。つまり切り離され
ていない鶴亀なんです。よくご覧下さい

最後に関野さんと一緒にパチッ！📷

当時を思い浮かぶたくさんの資料を見て

改めて世界の平和を願うばかりです。

戦争によって失う市民の命・・・・

決して繰り返してはいけない



屋形船での楽しい一時、
美味しいお食事で皆さん
笑顔。良かったー 🐡

屋形船にて(晴海)

時任会長あいさつ



美味しい食事のあとは屋形船の上で記念撮影📷

青い空と潮の香り

絶景の東京湾！



これから東銀座のアンテナショップへ向かいます。愉快な理事さんたち！
この後起こる悲劇を知らずにフフフ。さあ！雲行きが怪しくなってきましたよー(雲)
案の定・・豪雨に会いみんなビッショリでした

銀座に来たけど入る店は「ユニクロ」です・・・・

東銀座にて


